
忘却 

 
あまりにもたやすく忘れ去ることができる、ということ 
そのことの哀しさ 
空しさ 

 
死は我々を束縛しないように見える 
我々は死に向かっているのではない 
けれども 
この風は何だろう 
ああ、このゆるやかな微風は何だろう 

 
ただ過ぎてゆくことを容認することに 
豊饒であることへの疑念 
没落者であることへの疑念 
それらが吐息をそっと吹きかける 

 
今日という日が私に与えたもの――― 
それは単なる“現在”でしかないのか 

 
次々と取り巻かれ殺されてゆく 
お前たちは次々と私を殺してゆく 
蜜蜂の群れに襲われ 
熱殺されるスズメバチのように 

 
何も残らぬ 
残されるものは何ひとつない 
そのことが我々を守っている 
固い殻の中にかくまっている 
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